
 

 

 

  進路だより③   

  今市特別支援学校進路指導部 令和５年１０月２５日発行 
 
 

ニュースなどでは「今年は残暑が厳しい」と言われていましたが、一雨ごとに秋が深まってきま
した。児童生徒たちは、日々の学習や様々な体験を確実に積み重ね、一人一人の学びを深めていま
す。 

 今回の進路だよりでは、各学部の取組や夏季休業中に行われた職員体験研修、進路豆情報として
進路に関する県や各市の情報について掲載します。ぜひ参考にして下さい。 
 
 

 

 

小学部では、生活の全てが「自立と社会参加」につながるということを念頭に置き、『身の回りの
ことや人との関わりなど、生活に必要な学習や経験を通して、基礎的な力を身に付け、「できること
を増やしていく」』ことを目標に日々の学習に取り組んでいます。 

「挨拶、返事、依頼、報告」などのコミュニケーションもその中の一つです。これは中学部、高等
部はもちろん社会人になってからも重要かつ必要なスキルです。基本的なことではありますが、し
っかり身に付けられるように全学年で取り組んでいます。 

 
 

 
 
９月７日（木）から９月１４日（木）までの６日間、第２回校内実習を行いました。この実習は、

働くことに関心をもち、働く喜びを味わい、作業に必要な基本的な知識と技術を身に付けることを
目的としています。リサイクル班は、「挨拶、返事、報告をする」、農園芸班は、「自分の作業に集中
する」を目標に掲げて意識しながら実習に取り組みました。「実習報告会」では、各班の取組や頑張

ったことなどを発表し、お互いの成長を確認し合いました。 
残暑が厳しい中での実習でしたが、一人ひとりが目標達成に向けて一生懸命取り組み、自信につ

ながったと思います。 

 

ホームページにも掲載しています。 

小学部 《日常生活における指導》 

中学部 《第２回校内実習》 

＜挨拶＞ 

当番の号令に合わせて大きな

声で挨拶です。 

＜返事＞ 

名前を呼ばれたら元気な

声で「はい！」 

＜依頼＞ 

身振りを交えながら教師に

要求を伝えています。 

＜報告＞ 

これから何をするのか、どこへ

行くのか報告しています。 



（活動の様子） 
 
 

 
 
 
 

〈リサイクル班〉                 〈農園芸班〉                  〈実習報告会〉 
 
 

 

７月２１日（金）、高等部２年生を対象に進路相談会を行いました。進路相談会は、生徒と保護者

等と関係機関と、次のことを目的に行っています。 
（１）生徒、保護者等の実態や卒業後の意向等について各関係機関との共通理解を図る。 
（２）生徒や保護者等、担当教師が、各関係機関から適切な進路選択等について指導と助言を得

る。 
居住地（日光市、鹿沼市、塩谷町）ごとに、個々の生徒とその保護者等の希望に応じて、公共職

業安定所と福祉関係機関に対して相談を行います。１５分という限られた相談時間のため、事前に

担任とどのような内容を相談するか調整しておくことが大切です。今年度も、「具体的な進路先の提
案」や、「福祉サービスの利用開始に向けた具体的な方法」など、個々の相談内容に応じた回答や助
言をいただくことができました。 

 
 

 
７月８日（土）に、第２２回とちぎアビリンピック大会

が栃木県職業能力開発促進センターや障害者スポーツセ

ンターなどで行われました。 
今年度、本校からは製品パッキング競技、PC データ入

力競技、オフィスアシスタント競技に４名の生徒が出場

しました。放課後に、それぞれの競技種目の練習を重ねて
大会に臨みました。大会では、自己ベストを更新した生徒
もおり、製品パッキング競技では銀賞に入賞しました。

皆、練習の成果を発揮することができました。 
出場した生徒たちは、効率よく作業するためにはどうしたら良いかを試行錯誤しながら考えて、

放課後は練習していました。練習を積み重ねることで、作業のスキルが高まるとともに、自信も深

めていました。大会を終え、生徒たちからは「来年もぜひ参加したい！」と意欲ある発言がありま
した。 

このアビリンピック大会に出場する目的は、上位入賞を目指すこともあるのですが、働く上で効
率よく作業するにはどうしたら良いかを考え、実践する力を競技の練習を通して身に付けることに
あります。今回の経験をこれからの学習や社会生活に生かしてほしいと思います。 
 

高等部 《２年生進路相談会》 

《アビリンピック大会》 



 

 

 

 

夏季休業中に、本校職員を対象に職員体験研修を行いました。この研修は、福祉施設等で行って

いる作業体験を通して、福祉施設の利用者の状況や雇用の現場、障害者雇用の状況を知ることを目
的としています。今年度は１２名の本校職員が日光市、鹿沼市、矢板市、宇都宮市にある福祉施設
にて体験させていただきました。研修に参加した職員からは、「体験に基づいた具体的な各事業所

の様子を知ることができてよかった。」との感想が多くありました。なお、職員体験研修の内容に
ついては、同じく夏季休業中の進路研修会で全職員に伝達しました。福祉施設等の概要だけではな
く、体験を通して学んだことや感じたことは、今後の進路指導や学習指導、情報提供に生かしてい

きます。 
職員体験研修に御協力くださいました福祉施設の皆様、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

〈いなほ今市本町にて餃子の包装作業〉     〈鹿沼愛隣福祉センターにて線香の箱折り作業〉 

 
 

 

 

本校に情報提供があった新規オープンの事業所紹介です。見学を希望する場合は、学校を通して
施設に連絡しますので、担任まで御相談ください。 
【事業所】 

 

 

 

 

 

 

  【グループホーム】 

 

 

 

 

 

新規事業所紹介 

〇就労継続支援B 型事業所 ポノイムア 

所 在 地：鹿沼市東町2-1-36 

内    容：多肉植物の育成と装飾、除草作業、アルミ選別作業、軽作業 等 

〇就労継続支援A 型事業所 日々とスパイス 

    所 在 地：鹿沼市上田町1913 

    内    容：調理業務、野菜カット、スパイス計量 等 

〇グループホーム スマイルファミリー 

    所 在 地：宇都宮市若松原2-13-16 

〇グループホーム ひだまりファーム蔵の街 

    所 在 地：栃木市港町4-8 

職員体験研修 



 

 
 

 進路に関する参考資料の掲載先（URL）をお知らせいたしますので、参考にしてください。 

【栃木県が刊行するガイドブック】 

栃木県内で、障害のある方やその家族の方が、利用できる福祉サービスや相談窓口などがまと

めてあります。 

  〇栃木県障害者福祉ガイド（栃木県のホームページ） 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/e05/welfare/shougaisha/fukushi/r5guide.html 

〇「あなたの街で利用可能な事業所リスト」（栃木県のホームページ） 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/e05/welfare/shougaisha/fukushi/shogai_jigyosha.html 

【各市町が刊行するガイドブック】 

各市町で、障害のある方やその家族の方が、福祉サービスや相談窓口、申請方法などがまとめ

てあります。 

○日光市障がい者福祉ガイド 

https://www.city.nikko.lg.jp/shakaihukusi/20211203.html 

  〇日光市障がい者就労支援施設自主製品・役務カタログ（日光市のホームページ） 

https://www.city.nikko.lg.jp/shakaihukusi/201903catalog.html 

  〇鹿沼市就労支援施設ガイド（鹿沼市のホームページ） 

https://www.city.kanuma.tochigi.jp/0145/info-0000006509-1.html 

  〇宇都宮市就労系障がい福祉サービス事業所ガイドブック（宇都宮市のホームページ） 

https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/shogai/gaishutsu/1004239.html 

【独立行政法人が情報提供するサイト】 

福祉・保険・医療に関係する制度や施策に関する情報を分かりやすく提供しています。 

  ○WAM NET  

（独立行政法人 福祉医療機構が運営する 福祉・保健・医療の総合サイトです。） 

    https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/ 

 

進路豆情報 


